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特
集
２
　
正
念
場
の
復
興
加
速
へ
学
際
的
連
携
を

2 自然災害からの知見活用へ 30 学会連携

ま
た
、
過
去
３
０
０
年
間
の
災
害
記
録
を
も

と
に
行
っ
て
き
た
災
害
リ
ス
ク
予
測
は
、
千

年
に
一
度
の
大
地
震
に
は
役
に
立
た
な
か
っ

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
既
存
の
専
門
の
枠
に
と

ら
わ
れ
ず
に
、
自
然
の
現
象
に
真
摯
に
目
を

む
け
、
こ
れ
ま
で
の
前
提
条
件
を
見
直
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

東
日
本
大
震
災
で
生
ま
れ
た
　

30
学
会
連
携

大
震
災
の
衝
撃
を
う
け
、
日
本
学
術
会
議

の
土
木
工
学
・
建
築
学
委
員
会
は
、
自
然
災

害
軽
減
の
た
め
の
分
野
横
断
的
な
取
り
組
み

の
必
要
性
を
強
く
感
じ
、
防
災
・
減
災
に
関

係
し
て
い
る
学
会
に
よ
び
か
け
、
２
０
１
１

年
５
月
に
「
東
日
本
大
震
災
の
総
合
対
応
に

関
す
る
学
協
会
連
絡
会
」（
以
降
、
学
協
会
連

絡
会
と
よ
ぶ
）
を
組
織
し
た
。

現
時
点
で
、
29
学
会
が
学
協
会
連
絡
会
に

参
画
し
て
お
り
、
日
本
学
術
会
議
の
会
員
に

よ
る
幹
事
会
と
合
わ
せ
て
、
30
学
会
連
携
と

称
し
て
い
る
。
参
加
学
会
は
、
土
木
学
会
、

日
本
建
築
学
会
、
日
本
機
械
学
会
、
日
本
地

震
学
会
、
日
本
都
市
計
画
学
会
、
農
業
農
村

工
学
会
、
日
本
集
団
災
害
医
学
会
（
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
）、
日
本
地
域
経
済
学
会
な
ど
、
理
学
・

工
学
に
と
ど
ま
ら
ず
、
農
業
、
医
学
、
経
済

学
も
入
っ
た
多
様
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
学
術
会
議
土
木
工
学
・
建
築
学
委
員

会
の
和
田
章
東
工
大
名
誉
教
授
、
依
田
照
彦

早
稲
田
大
教
授
が
中
心
と
な
り
、
同
委
員
会

の
田
村
和
夫
千
葉
工
大
教
授
、
浅
見
泰
司
東

京
大
学
教
授
、
目
黒
公
郎
東
京
大
学
教
授
と

私
が
幹
事
と
な
り
、
従
来
の
専
門
分
化
し
た

学
会
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
学
会
間
の
本
質

的
な
議
論
と
交
流
を
深
め
る
べ
く
努
力
し
て

い
る
。

東
日
本
大
震
災
の
総
合
対
応
に
関
す
る
学
協
会

連
絡
会
　

〈
幹
事
会
〉
日
本
学
術
会
議 

土
木
工
学
・
建
築

学
委
員
会
、
学
際
連
携
分
科
会　
　

〈
参
加
学
会
〉

　

環
境
シ
ス
テ
ム
計
測
制
御
学
会
、
空
気
調
和
・

衛
生
工
学
会
、
計
測
自
動
制
御
学
会
、
こ
ど
も

環
境
学
会

　

砂
防
学
会
、
地
域
安
全
学
会
、
地
理
情
報
シ

ス
テ
ム
学
会
、
地
盤
工
学
会

　

土
木
学
会
、
日
本
応
用
地
質
学
会
、
日
本
火

災
学
会
、
日
本
活
断
層
学
会

　

日
本
機
械
学
会
、
日
本
計
画
行
政
学
会
、
日

本
建
築
学
会
、
日
本
原
子
力
学
会　

　

日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
会
、
日
本
災
害
情

報
学
会
、
日
本
自
然
災
害
学
会
、
日
本
集
団
災

害
医
学
会

専
門
分
化
が
進
む
学
術
の
世
界

学
問
の
世
界
は
専
門
分
化
が
す
す
み
、
全

体
を
統
合
す
る
力
が
弱
く
な
っ
て
い
る
。
防

災
・
減
災
の
推
進
に
は
、
地
震
、
津
波
、
活

断
層
、
地
盤
、
耐
震
工
学
、
耐
風
工
学
、
火

災
、
防
災
計
画
、
救
急
医
療
、
防
災
教
育
な

ど
、
多
く
の
研
究
分
野
が
関
係
す
る
。

防
災
対
策
は
、専
門
分
野
の
枠
を
こ
え
て
、

理
工
系
だ
け
で
な
く
社
会
経
済
や
医
療
も
含

め
て
総
合
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
地

域
の
特
性
を
踏
ま
え
て
、
行
政
や
企
業
・
町

内
会
な
ど
と
協
力
し
、
研
究
の
成
果
を
地
域

防
災
に
役
立
て
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
し

か
し
、
現
実
に
は
、
専
門
分
野
ご
と
に
研
究

は
進
ん
で
い
る
が
、
異
な
る
分
野
と
の
交
流

は
活
発
で
は
な
く
、
研
究
成
果
が
国
や
地
域

の
防
災
・
減
災
対
策
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
は

少
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。

２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
は
、

日
本
の
防
災
研
究
全
体
に
大
き
な
課
題
を
突

き
つ
け
た
。
自
然
は
人
智
を
こ
え
た
災
害
を

も
た
ら
す
。
東
日
本
大
震
災
は
、
専
門
ご
と

の
縦
割
り
で
は
対
応
で
き
な
い
災
害
で
あ
っ

た
。
縦
割
り
は
、
ど
の
分
野
も
カ
バ
ー
し
な

い
領
域
、
つ
ま
り
隙
間
を
生
む
。
自
然
の
脅

威
は
人
間
の
側
の
抜
け
落
ち
を
容
赦
し
な
い
。

た
と
え
ば
、
土
木
や
建
築
分
野
で
は
地
震

の
揺
れ
に
対
し
て
は
世
界
一
流
の
耐
震
工
学

が
あ
る
が
、大
き
な
津
波
は
想
定
外
だ
っ
た
。

自
然
災
害
か
ら
の
知
見
活
用
へ

30
学
会
連
携

～�

専
門
ご
と
の「
縦
割
り
」を
超
え
て
、国
民
の
生
命
と

国
土
を
護
る
情
報
発
信
～

日本学術会議・東日本大震災の
総合対応に関する学協会連絡会幹事
慶応義塾大学先導研究センター
特任教授

米田 雅子

よ
ね
だ
・
ま
さ
こ

１
９
５
６
年
、
山
口
県
生
ま
れ
。
お
茶
の
水
女
子
大
学
数
学
科
卒
。
東

京
大
学
よ
り
博
士
（
環
境
）
取
得
。
新
日
本
製
鐵
、東
京
大
学
研
究
員
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
役
員
を
経
て
、
２
０
０
７
年
よ
り
現
職
。
現
在
、
日
本
学

術
会
議
連
携
会
員
、
建
設
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
倶
楽
部
代
表
。
建
設
業
、

農
林
業
、
森
林
再
生
、
防
災
、
地
方
公
共
政
策
等
で
、
現
場
主
義
の
分

野
横
断
的
な
研
究
を
行
う
。
著
書
に
「
縦
割
り
を
こ
え
て
日
本
を
元
気

に
」（
中
央
公
論
新
社
）
等
。
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共
同
声
明
を
政
府
に
手
交

こ
れ
ら
の
活
動
の
成
果
に
は
、
12
年
５
月

10
日
に
発
表
し
た
「
三
十
学
会
・
共
同
声
明 

国
土
・
防
災
・ 

減
災
政
策
の
見
直
し
に
向
け

て
」
が
あ
る
。
こ
の
共
同
声
明
は
、
異
な
る

分
野
の
す
べ
て
の
学
会
の
理
事
会
に
承
認
さ

れ
た
総
意
の
文
章
で
あ
る
。
学
会
の
代
表
が

集
ま
り
、
国
土
交
通
大
臣
、
内
閣
府
防
災
担

当
大
臣
、
文
部
科
学
副
大
臣
に
共
同
声
明
を

手
交
し
た
。
そ
の
全
文
を
掲
載
す
る
（
次
ペ

ー
ジ
）。
こ
の
共
同
声
明
を
発
し
て
か
ら
ほ

ぼ
３
年
が
過
ぎ
た
が
、
国
の
方
針
や
政
策
、

学
協
会
の
活
動
に
影
響
を
与
え
た
面
が
多
分

に
あ
る
と
思
う
。

大
震
災
経
験
の
国
際
的
共
有
を

め
ざ
し
て

２
０
１
４
年
11
月
に
は
、
学
術
フ
ォ
ー
ラ

ム
「
東
日
本
大
震
災
・
阪
神
大
震
災
の
経
験

を
国
際
的
に
ど
う
生
か
す
か
」を
開
催
し
た
。

こ
れ
は
、
国
連
防
災
世
界
会
議
（
２
０
１
５

年
３
月
、
仙
台
市
）、
世
界
工
学
会
議
（
２

０
１
５
年
11
月
、
京
都
市
）
に
先
立
ち
、
わ

が
国
の
防
災
・
減
災
に
関
連
す
る
諸
学
会
、

お
よ
び
社
会
経
済
や
医
学
等
の
幅
広
い
分
野

の
学
者
が
集
ま
り
、
東
日
本
大
震
災
・
阪
神

大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
こ
れ
ま
で
の
自
然

災
害
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
、世
界
の
防
災
・

減
災
に
ど
う
活
か
し
て
い
く
べ
き
か
を
、
分

野
の
壁
を
越
え
て
議
論
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
成
果
と
し
て
、
30
学
会
の
理
事
会
の

承
認
を
得
て
、
英
文
の
共
同
声
明
「Global 
sharing of the findings from

 the Past 
Great Earthquake D

isasters in Japan

」

を
発
出
す
る
と
と
も
に
、学
協
会
に
所
属
す
る

各
学
会
の
大
震
災
に
関
す
る
取
り
組
み
と
国

際
的
な
活
動
を
紹
介
す
る
冊
子
を
作
成
し
た
。

共
同
声
明
に
は
、
科
学
技
術
へ
の
過
信
を

反
省
し
、
専
門
分
野
を
異
に
す
る
学
会
が
学

際
的
な
連
携
を
強
め
つ
つ
防
災
・
減
災
を
検

討
す
る
と
と
も
に
、
東
日
本
大
震
災
で
の
経

験
を
国
際
的
に
活
か
す
た
め
に
、
次
の
８
つ

に
学
会
が
取
り
組
む
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
。

１　

科
学
技
術
を
過
信
せ
ず
、
人
智
を
越
え

る
自
然
災
害
に
向
い
合
い
、
真
摯
に
研
鑽
を

積
む

２　

大
震
災
に
お
け
る
経
験
を
国
際
的
に
広

め
、
世
界
の
災
害
の
軽
減
に
寄
与
す
る　

３　

自
然
災
害
の
軽
減
と
持
続
可
能
な
社
会

を
め
ざ
し
て
、
学
際
連
携
の
活
動
を
広
げ
る

４　

日
本
を
含
む
世
界
各
地
の
地
域
防
災
に

役
立
つ
具
体
策
を
学
際
連
携
で
生
み
出
す

５　

国
際
協
力
を
進
め
、
地
球
観
測
体
制
と

国
際
的
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る

６　

従
来
の
想
定
を
こ
え
る
巨
大
災
害
に
対

し
て
、
被
害
を
軽
減
す
る
減
災
対
策
に
挑
戦

す
る

７　

大
震
災
の
経
験
を
国
際
的
に
共
有
し
、

国
内
外
で
活
躍
で
き
る
研
究
者
の
育
成
に
取

り
組
む

８　

自
助
、
共
助
、
公
助
の
防
災
対
策
の
充

実
と
そ
の
積
極
的
な
啓
発
活
動
を
展
開
す
る

２
０
１
５
年
３
月
の
国
連
防
災
世
界
会

議
、
５
月
の
ア
ジ
ア
学
術
会
議
、
11
月
の
世

　

日
本
地
震
学
会
、
日
本
地
震
工
学
会
、
日
本

地
す
べ
り
学
会
、
日
本
造
園
学
会

　

日
本
地
域
経
済
学
会
、
日
本
都
市
計
画
学
会
、

日
本
水
環
境
学
会
、
農
業
農
村
工
学
会
、
廃
棄

物
資
源
循
環
学
会

連
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
十
回
開
催

２
０
１
１
年
12
月
か
ら
14
年
11
月
ま
で

に
、
日
本
学
術
会
議
の
講
堂
に
お
い
て
、
日

本
学
術
会
議
と
学
協
会
連
絡
会
は
、「
巨
大

災
害
か
ら
生
命
と
国
土
を
護
る
―
30
学
会
か

ら
の
発
信
」（
下
記
）
を
テ
ー
マ
に
し
て
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
と
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
合
わ
せ
て

十
回
開
催
し
た
。
災
害
リ
ス
ク
の
高
ま
り
つ

つ
あ
る
日
本
が
直
面
し
て
い
る
重
大
な
課
題

を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
議
論
し
て
き
た
。
こ

の
う
ち
の
８
回
、
９
回
、
10
回
は
、
30
学
会

の
会
長
が
勢
揃
い
し
活
発
な
議
論
を
展
開
し

た
。
異
な
る
分
野
を
代
表
す
る
学
識
者
の
討

論
は
話
題
を
よ
び
、講
堂
は
満
席
と
な
っ
た
。

連
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

巨
大
災
害
か
ら
生
命

と
国
土
を
護
る
―
30
学
会
か
ら
の
発
信

第
１
回
：
今
後
考
え
る
べ
き
ハ
ザ
ー
ド
（
地

震
動
、津
波
等
）と
規
模
は
何
か�

11
年
12
月

第
２
回
：
大
災
害
の
発
生
を
前
提
と
し
て
国

土
政
策
を
ど
う
見
直
す
か�

12
年
１
月

第
３
回
：
減
災
社
会
を
ど
う
実
現
す
る
か

12
年
２
月

第
４
回
：
首
都
直
下
・
東
海
・
東
南
海
・
南
海

等
の
地
震
に
今
ど
う
備
え
る
か　

12
年
５
月

第
５
回
：
大
震
災
を
契
機
に
地
域
・
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
る�

12
年
６
月

第
６
回
：
原
発
事
故
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

を
ど
う
建
て
直
す
か�

12
年
７
月

第
７
回
：
大
震
災
を
契
機
に
国
土
づ
く
り
を

考
え
る�

12
年
８
月

第
８
回
：
第
１
回
か
ら
第
７
回
ま
で
の
総
括

学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム�

12
年
11
月

第
９
回
：
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
学
界
は
い
か

に
向
き
合
う
か�

13
年
12
月

第
10
回
：
東
日
本
大
震
災
・
阪
神
大
震
災
等

の
経
験
を
国
際
的
に
ど
う
活
か
す
か

　

14
年
11
月

連続シンポジウム（第8回）の会場写真とプログラム（2012年11月29日）
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界
工
学
会
議
で
、共
同
声
明
や
冊
子
を
発
表
・

配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。

日
本
学
術
会
議
に
よ
る
　
　
　

科
学
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

日
本
学
術
会
議
（
大
西
隆
会
長
）
は
、
わ

が
国
の
人
文
・
社
会
科
学
、
生
命
科
学
、
理

学
・
工
学
の
全
分
野
の
約
84
万
人
の
科
学
者

を
内
外
に
代
表
す
る
内
閣
府
の
特
別
の
機
関

で
、
２
１
０
人
の
会
員
と
約
２
０
０
０
人
の

連
携
会
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
役
割

は
、
政
府
に
対
す
る
政
策
提
言
、
国
際
的
な

活
動
、
科
学
者
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、

科
学
の
役
割
の
世
論
啓
発
等
で
あ
る
。

日
本
に
は
学
会
が
多
数
あ
る
が
、
日
本
学

術
会
議
が
協
力
学
術
研
究
団
体
と
し
て
認
定

し
た
「
学
会
」
は
約
２
０
０
０
。
学
術
会
議

は
、国
内
の
学
会
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、

国
際
的
な
学
術
団
体
と
の
連
携
を
は
か
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。私
は
連
携
会
員
で
、

こ
れ
ま
で
学
際
的
な
研
究
が
多
か
っ
た
た

め
、「
東
日
本
大
震
災
の
総
合
対
応
に
関
す

る
学
協
会
連
絡
会
」
の
幹
事
に
な
っ
た
。

専
門
超
え
た
現
場
の
総
合
力
必
要

連
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
設
定
に
あ

た
り
、
防
災
に
関
連
す
る
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
東
日
本
大
震
災
関

係
の
調
査
や
提
言
を
読
ん
だ
。
そ
し
て
、
こ

ん
な
に
も
多
岐
に
わ
た
り
多
く
の
研
究
者
に

よ
り
、
多
様
な
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
、
改
め
て
驚
か
さ
れ
た
。

一
方
、
地
域
の
防
災
・
減
災
の
最
前
線
と

な
る
市
町
村
で
は
、
合
併
で
面
積
が
大
幅
に

拡
大
し
た
が
、人
員
削
減
で
職
員
数
が
減
り
、

防
災
担
当
部
局
の
職
員
数
は
大
幅
に
不
足
し

て
い
る
。
財
政
の
厳
し
い
自
治
体
が
多
く
、

予
算
も
限
ら
れ
て
い
る
。
地
域
防
災
の
現
場

で
、
数
多
く
の
専
門
分
野
ご
と
に
書
か
れ
る

論
文
の
知
見
が
そ
の
ま
ま
活
か
さ
れ
る
と
は

思
え
な
い
。

若
手
の
研
究
者
は
、
自
分
の
専
門
以
外
の

防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
の
実
態
を
知
ら
な

い
ま
ま
、
論
文
を
書
き
、
研
究
室
と
学
会
、

専
門
分
野
の
国
際
学
会
で
論
文
を
発
表
し
て

い
る
。
終
身
雇
用
で
は
な
く
、
有
期
雇
用
で

評
価
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
若
手
に
と
っ
て

は
、
と
に
か
く
論
文
を
か
く
こ
と
が
重
要
に

な
っ
て
い
る
。

分
野
ご
と
の
研
究
が
深
化
し
て
も
、
地
域

の
防
災
・
減
災
対
策
は
進
ま
な
い
。
学
協
会

連
絡
会
の
幹
事
は
、
地
域
を
特
定
し
て
、
異

な
る
分
野
の
研
究
者
が
共
同
で
、
現
地
に
あ

る
各
種
の
制
約
の
も
と
で
、
防
災
・
減
災
を

研
究
し
実
践
す
る
場
を
設
け
る
こ
と
を
提
言

し
て
い
る
。
防
災
・
減
災
の
よ
う
な
実
学
的

な
分
野
で
は
、
現
場
に
即
し
て
活
動
し
、
研

究
者
の
総
合
力
や
現
場
実
現
力
を
高
め
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

日
本
列
島
の
地
震
活
動
が
活
発
化
し
て
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直
下
地
震
の
発
生

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
成

果
を
い
か
し
て
、
次
の
巨
大
災
害
に
そ
な
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
学
会

横
断
的
な
取
り
組
み
や
、
現
場
で
の
総
合
力

を
養
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

三
十
学
会
・
共
同
声
明
　 

国
土
・
防
災
・
減

災
政
策
の
見
直
し
に
向
け
て

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
中
央
防
災
会
議
、
内

閣
府
、
国
土
交
通
省
、
文
部
科
学
省
等
を
中
心

に
、
政
府
は
大
地
震
・
大
津
波
に
対
す
る
対
策

に
全
力
を
傾
注
し
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、

東
日
本
大
震
災
の
総
合
対
応
に
関
す
る
学
協
会

連
絡
会
は
、「
巨
大
災
害
か
ら
生
命
と
国
土
を

護
る
―
24
学
会
か
ら
の
発
信
」
連
続
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム 

（
全
８
回
の
う
ち
１
回
か
ら
３
回
）
を
開

催
し
、
学
会
の
壁
を
越
え
て
本
質
的
な
議
論
を

展
開
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
議
論
に
基
づ
き
学

協
会
連
絡
会
は
、
大
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
と

国
土
を
護
る
こ
と
を
期
し
て
、
政
府
に
、
次
の

方
針
を
国
土
・
防
災
・
減
災
政
策
に
盛
り
込
む

こ
と
を
要
望
す
る
。

１
． 

首
都
直
下
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地

震
等
の
巨
大
地
震
が
、
日
本
の
政
治
・
経
済
・

社
会
の
根
底
を
揺
る
が
す
こ
と
の
な
い
よ
う

に
、
被
害
を
軽
減
す
る
実
効
性
の
あ
る
総
合
的

な
防
災
・
減
災
政
策
に
全
力
を
傾
け
る
こ
と
。 

巨
大
災
害
の
発
災
お
よ
び
復
旧
の
非
常
時
に
お

い
て
は
、
国
家
の
責
任
の
も
と
で
、
機
動
力
の

あ
る
特
例
的
な
対
応
が
取
れ
る
よ
う
法
制
度
の

整
備
を
含
め
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
。

２
．
従
来
、
政
府
の
検
討
対
象
か
ら
除
き
が
ち

で
あ
っ
た
低
頻
度
で
巨
大
、
あ
る
い
は
甚
大
な

震
災
に
つ
い
て
、 

有
効
な
対
策
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
検
討
対
象
と
し
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
。
情

報
公
開
に
よ
り
、
地
震
研
究
と
国
土
・ 

防
災
・

減
災
政
策
の
連
携
を
促
進
し
、
総
合
的
で
抜
け

落
ち
の
な
い
対
策
を
目
指
す
こ
と
。

３
．
今
後
想
定
さ
れ
る
ハ
ザ
ー
ド
に
つ
い
て
、

常
に
柔
軟
性
を
持
た
せ
、
想
定
を
上
回
る
規
模

の
ハ
ザ
ー
ド
も
起
こ
り
う
る
と
い
う
前
提
に
た

ち
、
国
土
計
画
・
都
市
計
画
・
防
災
減
災
計
画

を
検
討
す
る
こ
と
。産
学
官
の
英
知
を
結
集
し
、

国
民
が
検
討
の
経
過
や
結
果
を
広
く
共
有
す
る

た
め
の
基
盤
を
整
備
し
、
継
続
的
に
維
持
・
更

新
し
て
い
く
こ
と
。

４
．
数
十
年
〜
百
数
十
年
に
一
度
の
頻
度
で
起

き
る
大
災
害
に
は
、
構
造
の
強
化
・
施
設
の
整

備
に
よ
る
防
災
政
策
で
対
処
す
る
こ
と
。
数
百

年
〜
千
年
に
一
度
の
頻
度
で
起
き
る
巨
大
災
害

に
は
、
人
命
の
犠
牲
を
最
小
に
す
る
べ
く
、
避

難
設
備
の
整
備
と
避
難
教
育
の
充
実
を
組
み
合

わ
せ
た
総
合
的
な
減
災
政
策
で
対
処
す
る
こ

と
。

５
．
災
害
の
多
い
我
が
国
の
歴
史
と
東
日
本
大

震
災
の
教
訓
を
も
と
に
、
古
来
の
災
害
履
歴
を

踏
ま
え
た
、
リ
ス
ク
分
析
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
よ
り
安
全
な
場
所
へ
の
居
住
や
産
業
の
立

地
誘
導
を
図
る
こ
と
。
地
域
の
歴
史
・ 

風
土
・

自
然
環
境
を
踏
ま
え
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
地

域
減
災
計
画
を
立
案
し
、
継
続
的
な
教
育
や
準

備
に
よ
り
日
常
防
災
を
実
現
す
る
こ
と
。

６
．
人
口
減
少
・
高
齢
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、

国
家
財
政
の
厳
し
さ
等
を
踏
ま
え
、
地
方
と
共

に
中
長
期
的
な
国
土
総
合
計
画
を
作
成
し
、
国

民
に
周
知
す
る
こ
と
。
国
土
総
合
計
画
は
、
国

土
計
画
、
都
市
計
画
、
農
山
漁
村
計
画
、
防
災
・

減
災
計
画
等
が
総
合
的
に
検
討
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
太
平
洋
軸
と
日
本
海
軸
の
相
互
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
体
制
の
確
保
な
ど
も
含
め
、
日
本
列
島

の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
観
点
を
も
つ
こ
と
。

　

以
上
、
政
府
へ
の
要
望
を
述
べ
て
き
た
が
、

学
術
の
世
界
に
お
い
て
も
、
学
会
が
そ
れ
ぞ
れ

専
門
分
野
に
分
か
れ
て
検
討
す
る
の
で
は
な

く
、
学
会
の
壁
を
越
え
て
議
論
し
、
総
合
的
に

よ
り
良
い
方
向
を
見
い
だ
す
努
力
か
が
重
要
で

あ
る
。
当
学
協
会
連
絡
会
は
、
従
来
の
縦
割
り

の
弊
害
を
見
直
し
、
学
会
間
の
連
携
を
深
め
、

国
土
・
防
災
・ 

減
災
政
策
に
関
す
る
諸
課
題
に

取
り
組
む
決
意
で
あ
る
。（
２
０
１
２
年
５
月

10
日
発
表
）


